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ASEAN ICT Symposium of Medical Use in Japan 

Table 1  Participants from Asean country                            Oct.15 2013  BHN Association 

NO Flag Couｎtry Participant Profesional affiliation 

1 
  

Brunei 

Mr Poh Seng Chong /ﾎﾟｰ ｾﾝ ﾁｮﾝ Ｍ Senior System Analyst, Ministry of Health  

2   Mr Abidin bin Haji Othman/ ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ ﾋﾞﾝ ﾊｼﾞｵｽﾏﾝ Ｍ Ministry of Health  

3   
Cambodia 

Mr. Kim Sanang/ ｷﾑ ｻﾅﾝｸﾞ Ｍ Core network engineer, Dept. technologies, Ministry of Health 

Mr. Hing Lyhay/ ﾋﾝ ﾘｰﾍｲ Ｍ Ministry of Posts Telecommunication (Director of Telecom Policy) 4   

5   

Indonesia 

Dr. Agung Budi Sutiono/ ｱｸﾞﾝ ﾌﾞﾃﾞｨ ｽﾃｨｵｰﾉ  Ｍ Prefessor,Department of Neurosurgery, Hasen Sadikin Hospital, Bandung 

6   Mr. Hadi Hariyanto/ ﾊﾃﾞｨ ﾊﾘﾔﾝﾄ  Ｍ  Manager, R&D Center, Telkom Indonesia 

7   

Laos 

Mr. Ariya Mingboupha/ ｱﾘﾔ ﾐﾝﾎﾞｳﾌｧ Ｍ Ministry of Health (Technical staff of IT Division of the Cabinet) 

8   Mrs. Chittaphone Chansylilath/ ﾁﾀﾌｫﾝ ﾁｬﾝｼﾘﾗ女史 F Ministry of Posts Telecommunication (e-Government Center) 

9 
  

Malaysia 

Ms. Malini Ramalingam/ ﾏﾘﾆ ﾗﾏﾘﾝｶﾞﾑ女史 F Malaysian Communication and Multimedia Commission (CMCM)  

10   Dr. Amiruddin Hisan/ ｱﾐﾙﾃﾞｨﾝ ﾋｰｻﾝ M Ministry of Health, Telehealth Division 部長 

11 

  

Phillipines 

Mr.. Roy R. Consulta/ ｺﾝｽﾙﾀ M 
ICT Specialist, Information & Communications Technology  
Office (ICTO) Department of Science and Technology (DOST) 

12   Dr.James A. SALISI, MD/ ｼﾞｪｰﾑｽ ｻﾘｼ M 
National telehealth center、  Project Leader of CHITS-2 Project  
＆real-time monitoring of key maternal and child health (MCH)  

13 
  

Thailand 

Dr. Watchai Charunwatthana/ ﾜｰﾁｬｲ ﾁｬﾙﾝﾜｽﾜﾅ M Ministry of Public Health, Medical Officer 

14   Ms. Jaruwan Monthiraj/ ｼﾞｬﾙﾜﾝ ﾓﾝｼﾗｼﾞ女史 F 
Ministry of Information and Communication Technology  
Computer Technical Officer 

15   

Vietnam 

Mr. Nguyen Dinh Anh/ ﾇｰｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ｱﾝ M 
Ministry of Health, Department of Communications,  
Remuneration and Rewards,  部長代理 

16   Mr. Ta Quang Nghia/ ﾀ ｸﾜﾝｸﾞ ﾆｰｱ M Ministry of Information and Communications, Authority of IT, 部長代理 

  特別ＧＵＥＳＴ 

17 

  

Thailand 
Dr. Boonchai Kijsanayotin MD., PhD/ﾌﾞﾝﾁｬｲ ｷｻﾅﾖﾃｨﾝ M 

Thai Health Information Standard Development Center センター長 
 Health System Reserch Affilate  

18   Professor Dr. Supasit Pannarunthai/ｽﾊﾟｼｯﾄ ﾊﾟﾅﾙﾝｻｲ M Dean of Faculty of Medicne, Narusuan of University  教授 

19 Malaysia Dr. Lee Seldon/ ﾘｰ ｾﾙﾄﾞﾝ M Ｍalaysia Multimedia University Melaka  MMU大学 教授 

インドネシアテレコム特別参加 

ルーラル地域医療のための電子母子手帳開発プロジェクトのメンバー 

    参加者 所属 

20 
  

インドネシア 

Mr. Samudra Prasetio /ｻﾑﾄﾞﾗ ﾌﾞﾗｾﾁｨｵ                   (Project Manager) M PT Telekomunikasi Indonesia, Research and Development Center 

21 
Mr. Sony Ari Yuniarto /ｿﾆｰ ｱﾘ ﾕﾆｱｰﾄ                                          (DigiMAPS 
Application Coordinator) 

M PT Telekomunikasi Indonesia, Research and Development Center 

22 
Mr. Andri Qiantori /ｱﾝﾄﾞﾘ ｷｬﾝﾄﾘ                           (DigiMAPS Socio 
Informatics Researcher) 

M PT Telekomunikasi Indonesia, IT Solution and Strategic Portofolio 

23 
Mr. Yudi Trijayadi /ﾕﾃﾞﾞｨ チュリジャヤヂィ                           
(DigiMAPS Communication Researcher) 

M PT Telekomunikasi Indonesia, Research and Development Center 

24 
Ms Winda Winanti /ｳｨﾝﾀﾞ ｳｲﾅﾝﾁｨ 女史                            
(DigiMAPS User Interface Designer) 

F PT Telekomunikasi Indonesia, Research and Development Center 
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厚生労働省は安倍総理大臣のラオス訪問時に、
保健・医療分野での協力に関する覚書に署名 



厚生労働省は安倍総理大臣のラオス訪問時に、
保健・医療分野での協力に関する覚書に署名 
 
 2013年11月17日（日）、ラオス・ビエンチャンにおいて、厚生労働省は、安倍総理とト
ンシン・タンマヴォン・ラオス首相の立ち会いのもと、 

「日本国厚生労働省とラオス人民民主共和国保健省との医療分野に関する覚書」の署
名を行いました。 
 
具体的には、 
(1)医師・看護師・保健師等の人材開発、 
(2)日本の公的医療保険制度に係る経験の共有、 
(3)医療サービスのケアの質の向上のための専門知識の交換、 
(4)病院・保健所管理のノウハウの移転、 
(5)遠隔医療や電子カルテ 
 

といった日本の経験や技術の紹介 といった分野において、相互に協力を行うことを確
認しました。 
 

 厚生労働省では、これまで諸外国との医療分野の協力覚書は前例がなかったもので
すが、今回の安倍総理大臣のラオス訪問時の署名は、アジアではカンボジアに続くも
のです。本年12月の日・ＡＳＥＡＮ特別首脳会議に向けて、ＡＳＥＡＮ全体への医療協力
に貢献してまいります。（医政局総務課医療国際展開戦略室） 



【参考】ラオス首相の香川県訪問の模様 

○ 昨年１２月の日ＡＳＥＡＮ特別首脳会議で訪日したラオス人民民主共和国のトンシン首相が、香川県
を訪問し我が国の妊産婦向け遠隔医療システムを視察。 

 ・日時：２０１３年１２月１６日（月）９：０５～９：３５ 
 ・場所：香川県医師会館 

（左：森下 香川県医師会会長、右：トンシン ラオス首相） （日ラオス間をインターネットで結んだ医師間カンファレンスのデモ） 

（香川県と岩手県をインターネットで結んだデモを実施①） （香川県と岩手県をインターネットで結んだデモを実施②） 



ラオスにおける妊産婦の健康管理プロジェクト① 

○ラオスにおける現状 
  １）ＡＳＥＡＮ諸国内で最も高い妊産婦死亡率 
   －ラオス 470人／10万人 (ＡＳＥＡＮ10か国平均 約140人／10万人)      

２）妊産婦の把握、健康管理が課題 
   －妊婦の60％程度が専門家(助産婦等)不在の自宅で出産(保健省推計) 

－医療機関で受診しない(経済的理由、必要性の認識(慣習)の欠如) 
－産婦人科医の不足（特に地方）   

ステップ１ 
 
医療分野に適するウェブ
ビデオ会議システムの安
定的運用の課題洗い出し 
（2008年～2011年：APT
（約2,500万円）） 

○プロジェクトの目標  

2015年までに、妊産婦死亡率を185人／10万人へ縮減（国連ミレニアム開発目標（ＭＤＧs）） 

拠点病院（首都ビエンチャン市）と県病院を情報通信ネットワークでつなぎ、システムの実運用（ネット
ワークの接続実験、利用者への研修）。 

拠点病院（ビエンチャン市） 県病院（４か所） 

患者ＤＢ 
ウェブビデオ会議 

システム 
医師 医師 

ステップ２ 
 
• CTG測定機によるデータ
把握及び運用 

•国際回線との接続 

•バイタルデータの自動更
新 
（2013年度：総務省） 

１）県病院及び拠点病院間で県病院から送信されるバイタルデータ（胎児心拍数や子宮収縮状況）に基
づく専門医のアドバイス提供 

２）拠点病院と日本（香川大学医学部）との間を国際回線で結び、香川大学の有するバイタルデータ自動
解析機器を使って、その解析結果を病院に送信することを可能にする。 

拠点病院（ビエンチャン市） 県病院（２か所予定） 

患者ＤＢ 

ウェブビデオ会議 
システム 

バイタルデータ 

保健指導等 解析結果の分析 

専門医 

妊産婦 

香川大学（日本） 

バイタルデータ
自動解析機器 

自動解析 

バイタルデータ 

解析結果 

国際回線 

ＣＴＧ測定機 

（※）CTG:胎児心拍陣痛図 



ラオスにおける妊産婦の健康管理プロジェクト② 

本システムの全国展開 
• 病院数（県病院１３、郡病院１２７、ヘルスセンター７８９） 
• CTG測定機 １台１００～２００万円程度 
• 患者データベース 

ステップ３ 
 
•病院間のネットワーク運
用 

•利用者の同時アクセス時
の安定運用 

 

ステップ４ 
 
ラオス政府による自律的
なプロジェクト管理・運用 

 
 

• システム運用支援の専門家派遣 
• 専門医を含む医療従事者への研修（含：専門家派遣） 

目標達成 「妊産婦死亡率 185人／10万人」 
付随的効果 
① 妊産婦及び出生児の把握により国民登録（戸籍）制度の整備 
② 乳幼児へのワクチン接種等の効率化 
③ 他の健康管理システムへの展開 

香川大学（日本） 


